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市山祐司会員は、西南日本内帯、舞鶴帯のペルム紀夜久野オフィオライトの火山岩・深成岩及び美濃・丹波帯付加体に産するペルム紀緑
色岩の詳細な地質学的、岩石学的、地球化学的研究を行い、プレート運動により現在の海洋底から証拠が全く失われている古生代後期の海
洋底マグマ活動の解明に大きな成果を挙げた。 
夜久野オフィオライトは非常に厚い地殻部分を持つ特異なオフィオライトとして知られ、背弧海盆で形成されたとする説と、大規模な海台
の断片とする説があったが、市山会員は夜久野オフィオライト玄武岩類が多量の泥岩を伴うこと、LILE の富化や Nb 負異常など沈み込み
帯マグマの性質をもつこと、海台玄武岩より Niに乏しいことなどを示し、背弧海盆説を支持した。また、変斑れい岩中からトロクトライ
トのシル状岩体を発見し、それが N 型海嶺玄武岩マグマに由来することを示し、背弧海盆拡大軸のオフリッジ・マグマ活動の産物と考え
た。これは夜久野オフィオライトの海洋底マグマ活動の解明を大きく進めた。 
美濃・丹波帯の緑色岩については、従来から海洋島玄武岩との類似が指摘されていたが、市山会員は美濃帯の岐阜県舟伏山地域に産する
超苦鉄質火山岩の産状と岩石学的性質、化学組成を明らかにし、それがスーパープルーム起源の巨大火成岩区(LIP)に産するものと同様の、
非常に HFSEに富むピクライトであり、ポリネシアとシベリアの超苦鉄質火山岩の中間的な組成を示すことを明らかにした。そして、リサ
イクルした海洋地殻物質（エクロジャイト）を含むマントルかんらん岩が４～７GPa程度の高圧で数％の部分溶融によってこのようなマグ
マを形成する可能性を議論した。さらに市山会員は福井県小浜市の丹波帯緑色岩から本邦初の鉄ピクライト及びかんらん石スピニフェック
ス組織を示す玄武岩を発見し、これら超苦鉄質火山岩が Sr・Nd同位体組成でも HIMU玄武岩に類似することを示し、美濃・丹波帯緑色岩
がペルム紀海台の断片である可能性を論じた。  
このように、市山会員は地質学・岩石学・地球化学の伝統的手法を駆使してペルム紀の背弧海盆や海洋底 LIPにおけるマグマ活動を精力
的に研究し、地球史最大の生物絶滅が起きたこの時代の大規模マグマ活動の解明に重要な新知見を提供する論文を国際誌に次々と公表して
きた。また彼は最近まで鉱物関係の法人に勤務する傍ら、鉱物関係の専門学校などで非常勤講師を務め、岩石学・鉱物学の教育に貢献して
きた。そして現在は海洋研究開発機構で海洋底から得られた岩石標本を管理する重要な仕事を担っており、今後の更なる活躍が期待される。
よって、市山祐司会員を日本鉱物科学会研究奨励賞受賞者として適格と認め、ここに推薦する。 
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